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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月12日(2012.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記(Ａ)と(Ｂ)を組み合わせ、首の皮膚の、たるみ、しわ、きめ、及び肌の明度のいず
れかを改善することを特徴とする、首の皮膚の老化現象を改善するための美容セット。
(Ａ)保湿剤５～３０質量％、ポリビニルアルコール系樹脂の皮膜剤０．１～５質量％、ジ
メチコン／ビニルジメチコンクロスポリマー、ビニルジメチコン／アルキルジメチコンク



(2) JP 2011-246372 A5 2012.12.27

ロスポリマー、及びジメチコンクロスポリマーからなる群より選択される１種又は２種以
上の非乳化性架橋型シリコーン１～７質量％、及び酵母エキス０．０１～１質量％を配合
した皮膚外用剤
(Ｂ)ケイヒエキス、エラスチンペプチド、ライチ種子エキス、及びＬ－アスコルビン酸又
はその誘導体からなる群から選択される１種又は２種以上を配合した経口用組成物
【請求項２】
　請求項１記載の美容セットを使用する美容方法であって、少なくとも１日１回以上、前
記(Ａ)皮膚外用剤を首部の皮膚に塗布して首部をマッサージし、且つ少なくとも１日１回
以上、前記(Ｂ)経口用組成物を摂取することを特徴とする首の皮膚の老化現象を改善する
ための美容方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　第１の発明は、下記(Ａ)と(Ｂ)を組み合わせ、首の皮膚の、たるみ、しわ、きめ、及び
肌の明度のいずれかを改善することを特徴とする、首の皮膚の老化現象を改善するための
美容セットである。
(Ａ)保湿剤５～３０質量％、ポリビニルアルコール系樹脂の皮膜剤０．１～５質量％、ジ
メチコン／ビニルジメチコンクロスポリマー、ビニルジメチコン／アルキルジメチコンク
ロスポリマー、及びジメチコンクロスポリマーからなる群より選択される１種又は２種以
上の非乳化性架橋型シリコーン１～７質量％、及び酵母エキス０．０１～１質量％を配合
した皮膚外用剤
(Ｂ)ケイヒエキス、エラスチンペプチド、ライチ種子エキス、及びＬ－アスコルビン酸又
はその誘導体からなる群から選択される１種又は２種以上を配合した経口用組成物
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　第２の発明は、前記美容セットを使用する美容方法であって、少なくとも１日１回以上
、前記(Ａ)皮膚外用剤を首部の皮膚に塗布して首部をマッサージし、且つ少なくとも１日
１回以上、前記(Ｂ)経口用組成物を摂取することを特徴とする首の皮膚の老化現象を改善
するための美容方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
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【補正の内容】
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